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90年代以降の無線通信技術は、80年代のいわゆるPC革命以

降で、最大ともいえる驚異的な発展を見せた。特にケータイシ

ステムは、人々の生活様式、企業のマーケティング、さらには学

校や塾といった教育シーンにまで大きな変革をもたらした。もち

ろんこの発展の背景には、発売当初はショルダーホンと呼ばれ

肩にかけても余りある大きさの移動機端末が、年々小型化する

といった技術的進歩があった。例えば筆者が子どもの頃に父親

に連れられて見た傑作SF映画「2001年宇宙の旅」の中に出てく

るスマートアンテナ、音声認識、TV電話、データ通信といった

夢の技術は、今は10代の子供達や70代のシニアが何気に友人

や孫とのメール交換やチャットとして楽しんでいる。

ケータイがここまで一般化したことに大きく寄与したi-modeの

誕生とその後の発展については、すでに多くの著書や解説記事

がある。しかし考えてみればまだまだ謎も多い。

例えばケータイは、「なぜインターネット先進国の米国ではなく

日本で生まれたのか」「なぜ固定電話インフラを用いて同様の

サービスを企画したLモードは泣かず飛ばずなのか」「なぜ車と

ケータイの融合は遅々として進まないのか」「なぜ日本では人気

の無いサービス、例えば欧州ではSMS（ショートメッセージサー

ビス）、北米ではPDAが人気があるのか」など。

カナダのある社会学者は以前、新しい社会システムの到来を

次のように予言した。

“世界はいずれグローバルビレッジになる”

“それは電子的メデイアにより実現されるであろう”

近年、我々に世界はまさにグローバルビレッジであるというこ

とを再認識させる悲劇的イベントがいくつかあった――2001年

9月の米国での航空機テロ事件や2005年のインドネシア地区の

津波大災害である。これらの大事件は、マスメディアはもちろん

のこと、PCやケータイインターネットという個人向けの電子メディ

アで瞬時に世界中を駆け巡った。

筆者はこれまで無線技術者としてフランス、リオデジャネイロ、

そしてシアトルという言語、気候、風土、文化の全く異なる3大

陸に子ども3人を伴い赴任し生活をするという貴重な経験をし

た。その過程で家族それぞれが言葉の問題や学校生活を含め

様々な困難にも直面したが、何とか一致団結して乗り切ってき

た。フランスでは日本人が他に誰もいないブルターニュ地方の

人口5千人の小さな町に住み、当時2歳の娘は保育園で生まれ

て初めて目の青い先生を見て文字とおり目を丸くした。地球の裏

側リオでは治安の悪化という負の側面がある一方、サッカーや

音楽というとことん人生を楽しむラテン気質を目の当たりにし

た。リオから直接家族で異動した森と湖とマイクロソフトの町シ

アトルでは豊かな自然と素朴な米国人の本当の姿を見て感動し

た。

これらの生活体験を今から振り返って見ると、先ほど触れた

ケータイをめぐるいくつかの疑問は、グローバル化の影響や大陸

ごとの文化の違いという視点に立つと、ひも解けてくるのではな

いかと考えるようになった。

ケータイに代表される無線通信と世界のグローバル化は、通

信機器やコンテンツ、サービス内容に違いこそあれ、それぞれ

自由な移動性（モビリティ）を持つことで実現される新たな価値

という点では共通である。ただ、無線通信の利用シーンが大陸

ごとに異なるのは、それぞれが持つ文化や風土の違いが味付け

をしているのだ。

この連載では、この一見無関係に見える3つの関係につい

て、一技術者家族の欧州、北米、南米での滞在を通した異文化

生活体験を紹介しながら考えていきたい。
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